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［背景・ねらい］ 

黒毛和種繁殖雌牛について、必要な栄養分を過不足なく給与することは、飼養管理の基本であ

り、生産性向上につながる。子牛価格が高値安定する現状において、受胎率・分娩間隔等の繁殖

成績の改善は、繁殖農家の所得向上に直結する。しかしながら、これまで長年の経験や勘に頼っ

た飼養管理を行ってきた繁殖農家では、資材ごとに多項目にわたる栄養成分表の理解や、日本飼

養標準等に基づく必要栄養分の計算は敬遠されがちであり、飼料計算に基づく飼養管理を実施し

ている農家は少ない。そこで、家畜改良センター鳥取牧場で作成された「多頭飼養における黒毛

和種繁殖牛生産性向上のための代謝プロファイルテストを用いた飼養管理マニュアル」を参考に、

生産性に影響があると記載のある少数の項目を用いて、繁殖農家でも利用可能な簡易な飼料設計

計算表の作成を検討する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．日本標準飼料成分表および飼料分析実測値等をもとに作成した簡易な飼料計算表により、各

資材の給与量を入力するだけで、乾物量、 TDN 値、タンパク量、 NFC 量、脂肪量、 NFC 割合

が概算できる（図１、２）。 

 

２．自家生産した青草、乾草、サイレージについては、栄養成分のばらつきを考慮し、栄養評価

を変動できる（図１，２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．この計算表で示される結果は、あくまで概算値であり、数値自体が絶対的な成分量を示すも

のではない。それぞれの農場において、どの程度の値のとき牛の状態が良くなるか調査・記録

を行いながら、農場固有の基準値を把握する必要がある。 

 

２．計算表に項目を追加することは可能であるが、自家生産の粗飼料や配合飼料については、飼

料分析結果をもとに入力するほうが望ましい。 

 

３．給与量の入力においては、実際の給与量を計量する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．計算表の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２．計算例（稲わら 4kg、とうもろこしサイレージ 4kg、大豆粕 200g、配合飼料 2kg） 
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